
 

１．日本における未曾有の危機と世界の変化 
  東日本大震災を世界的課題ととらえ、あらゆる政策手段を 総動員して震災対応に取り組まなければならない。また、世界を含め、政治、 

社会、経済的に激動の中にあり、科学技術に求められる役割も大きく変化 

 ＜日本における未曾有の危機＞ 

  ・ 福島第一原子力発電所の事故を含め、東日本大震災による直接的、間接的被害 

  ・ 少子高齢化と人口減少の進展、社会的、経済的活力の減退 

  ・ 産業競争力の長期低落傾向 

 ＜世界の変化＞ 

  ・ 地球規模問題の顕在化、資源、エネルギーの獲得競争激化 

  ・ 新興国の経済的台頭、経済のグローバル化の進展 

  ・ イノベーションシステムの変化、頭脳循環の進展 

２．科学技術基本計画の位置付け 
  今後５年間の国家戦略として、新成長戦略を幅広い観点から捉えて深化、具体化し、他の重要政策との一層の連携を図りつつ、我が国の 

科学技術政策を総合的かつ体系的に推進するための基本方針 

３．第３期科学技術基本計画の実績及び課題 
  第１期基本計画以降、研究開発投資の増加や科学技術システム改革等で数多くの成果があがる一方、課題も顕在化 

 ・ 個々の成果が社会的課題の達成に必ずしも結びついていない 

 ・ 論文の占有率の低下、論文被引用度の国際的順位も低水準 

 ・ 政府投資は増加傾向にあるものの、近年伸び悩み 

 ・ 大学の若手ポスト減少、施設・設備の維持管理に支障 

 ・ 科学技術に対する国民の理解が必ずしも得られていない 

４．第４期科学技術基本計画の理念 
（１）目指すべき国の姿 

 ①震災から復興、再生を遂げ、将来にわたる持続的な成長と社会の発展を実現する国 

 ②安全、かつ豊かで質の高い国民生活を実現する国 

 ④国家存立の基盤となる科学技術を保持する国 

（２）今後の科学技術政策の基本方針 

 ①「科学技術イノベーション政策」の一体的展開 

 ③「社会とともに創り進める政策」の実現 

Ⅰ．基本認識 

③大規模自然災害など地球規模の問題解決に先導的に取り組む国 

⑤「知」の資産を創出し続け、科学技術を文化として育む国 

 

②「人材とそれを支える組織の役割」の一層の重視 
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